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北 見 工 大
北 海 道 大
北教大札幌校
北教大釧路校
北教大函館校
室 蘭 工 大
弘 前 大
岩 手 大
東 北 大
宮 城 教 育 大
秋 田 大
山 形 大
福 島 大
茨 城 大
筑 波 大
宇 都 宮 大
群 馬 大
埼 玉 大
千 葉 大
東 京 外 大
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人工衛星「YODAKA」の打ち上げから１年以上が経過しました。現在は、SPACE 
VALUEと岩手医科大学の協力のもと、様々な取り組みの中で学びを深めています。
さらに、花高100周年に向けて新たなプロジェクトが始動しようとしています！

【応援活動】
応援団幹部が中心となって全校生徒を
鼓舞し、活発な応援活動が展開されて
います。壮行式では全校生徒が選手に
対して熱いエールを送ります。

【校内体育大会】
６月下旬に行われる、生徒が最も楽
しみにしている行事の１つです。ク
ラスごとにデザインしたオリジナル
Ｔシャツを着て、３日間熱戦が繰り
広げられます。

各文化部や、H×ACT の研究発表の場となり
ます。また、クラスごとの楽しい催し物も用
意されています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月2月1月
学
校
行
事
予
定

【全国大会出場】

令和6年度

令和7年度

令和5年度

未来への創造～3つの力が響き合う～

の
知

を
扉

く
開

「主体的、対話的で深い学び」のための授業実践 「総合的な探究の時間（H×ACT）」×「SPACE VALUE」
×「岩手医科大学」で、さらなる高みへ

PRESENTATION

学
校

   

行
事

活
動

部

陸上競技部、水泳部、バスケットボール部、バレーボール部、
卓球部、ソフトテニス部、サッカー部、ハンドボール部、
バドミントン部、柔道部、剣道部、弓道部、硬式テニス部、
硬式野球部、アーチェリー部

合唱部、吹奏楽部、文芸部、放送部、写真部、英語部、茶道部、
科学部、軽音楽部、美術部、囲碁将棋部

運
動
部

文
化
部

人間力の向上を目指すさまざまな学校行事

夜間歩行

入学式

桜雲祭

大学入試共通テスト100日前集会

修学旅行

各科目、３つのコースを設定し、学期ごとに具体的な学習到
達目標を明示して授業を展開します。

2. 学期シラバスの作成

主体的な学び、質の高い学びを実現し、一人一人の進路目標
達成を目的としています。自分の進路に合わせた選択授業
や少人数授業を行います。

1. 進学型単位制の導入

3. 教科横断的学び（STEAM探究）の実践

１人１台のICT機器や、DXハイスクールで整備した大型電
子黒板などを活用し、個別最適な学びや協働的な学びを推
進します。

3. ICTの積極的な活用

課題解決には教科や文系・理系の垣根を越えた学びが必要
です。長期休業直前の「学びの祭典」では外部の施設見学や
大学の先生方との対話、専門家による講演会などを取り入
れています。教科や校種を越えた学びは自分の可能性を広
げてくれます。

生徒は３つのコースから自分の目標に
合わせて選択します

➡自ら生活（人生）をデザインする力を育成

を
知

に
共

める
深

を
知

に
共

める
深

❶現代社会の諸課題をとらえ、問題を解決する方策を探る能力（課題発見・解決力、
情報収集・分析・整理力、考え抜く力）

❷主体的・協働的に学ぶ姿勢（コミュニケーション力）
❸正解のない課題について考え、自らの言葉で表現できる力（論理的構成力、表現
力、説明力）

STUDY
FIELDWORK

RONBUN

LECTURE

TRIP
文芸部

弓道部

ハンドボール部

剣道部

放送部

写真部

美術部

陸上競技部（男子：岩手県特別強化指定校）アーチェリー部

活
動

部学
校
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事

の
知

を
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く
開

花高生として3年
間で最低限学んで
欲しいレベル

BA C
国公立大学など全
国レベルに到達す
るために必要なレ
ベル

桜雲コース
東北大をはじめと
する旧帝大・医学
部などを目指すた
めに必要なレベル

黒橋コース花高
スタンダード

身につく力  と  身につける力

青春をかける！全国を目指す！
「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。 令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞
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【ハクプレ＝発表】
ハクプレⅠとして、７
月上旬に、グループ・
個人による研究発表
を行います。ハクプレ
Ⅱとして、７月末に、
ハクプレⅠで選抜さ
れたグループ・個人
が、学年発表を行いま
す。ハクプレⅢとし
て、８月末の学校文化
祭で、ポスターセッ
ションを行います。
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している方をお招きし、講演していただきます。

TRIP 【ハクトリ＝施設見学】

１年生を対象に、５月に岩手医科大学を訪問し、矢巾町の
まちづくりに関する講演会や各学部の研究室や植物園の
見学をし、テーマ決定の一助とします。
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桜雲コース
東北大をはじめと
する旧帝大・医学
部などを目指すた
めに必要なレベル

黒橋コース花高
スタンダード

身につく力  と  身につける力

青春をかける！全国を目指す！
「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。 令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞



人工衛星「YODAKA」の打ち上げから１年以上が経過しました。現在は、SPACE 
VALUEと岩手医科大学の協力のもと、様々な取り組みの中で学びを深めています。
さらに、花高100周年に向けて新たなプロジェクトが始動しようとしています！

【応援活動】
応援団幹部が中心となって全校生徒を
鼓舞し、活発な応援活動が展開されて
います。壮行式では全校生徒が選手に
対して熱いエールを送ります。

【校内体育大会】
６月下旬に行われる、生徒が最も楽
しみにしている行事の１つです。ク
ラスごとにデザインしたオリジナル
Ｔシャツを着て、３日間熱戦が繰り
広げられます。

各文化部や、H×ACT の研究発表の場となり
ます。また、クラスごとの楽しい催し物も用
意されています。
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【全国大会出場】
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未来への創造～3つの力が響き合う～
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「主体的、対話的で深い学び」のための授業実践 「総合的な探究の時間（H×ACT）」×「SPACE VALUE」
×「岩手医科大学」で、さらなる高みへ
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陸上競技部、水泳部、バスケットボール部、バレーボール部、
卓球部、ソフトテニス部、サッカー部、ハンドボール部、
バドミントン部、柔道部、剣道部、弓道部、硬式テニス部、
硬式野球部、アーチェリー部

合唱部、吹奏楽部、文芸部、放送部、写真部、英語部、茶道部、
科学部、軽音楽部、美術部、囲碁将棋部
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人間力の向上を目指すさまざまな学校行事

夜間歩行

入学式

桜雲祭

大学入試共通テスト100日前集会

修学旅行

各科目、３つのコースを設定し、学期ごとに具体的な学習到
達目標を明示して授業を展開します。

2. 学期シラバスの作成

主体的な学び、質の高い学びを実現し、一人一人の進路目標
達成を目的としています。自分の進路に合わせた選択授業
や少人数授業を行います。

1. 進学型単位制の導入

3. 教科横断的学び（STEAM探究）の実践

１人１台のICT機器や、DXハイスクールで整備した大型電
子黒板などを活用し、個別最適な学びや協働的な学びを推
進します。

3. ICTの積極的な活用

課題解決には教科や文系・理系の垣根を越えた学びが必要
です。長期休業直前の「学びの祭典」では外部の施設見学や
大学の先生方との対話、専門家による講演会などを取り入
れています。教科や校種を越えた学びは自分の可能性を広
げてくれます。

生徒は３つのコースから自分の目標に
合わせて選択します

➡自ら生活（人生）をデザインする力を育成
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を
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深

❶現代社会の諸課題をとらえ、問題を解決する方策を探る能力（課題発見・解決力、
情報収集・分析・整理力、考え抜く力）

❷主体的・協働的に学ぶ姿勢（コミュニケーション力）
❸正解のない課題について考え、自らの言葉で表現できる力（論理的構成力、表現
力、説明力）
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身につく力  と  身につける力

青春をかける！全国を目指す！

本校では、年間を通してさまざまな学校行事
が行われています。生徒一人ひとりがそれぞ
れの行事に意欲的に取り組み、社会で活躍す
るために必要な力を身につけています。るために必要な力を身につけています。

「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。 令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞
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❷主体的・協働的に学ぶ姿勢（コミュニケーション力）
❸正解のない課題について考え、自らの言葉で表現できる力（論理的構成力、表現
力、説明力）

STUDY
FIELDWORK

RONBUN

LECTURE

TRIP
文芸部

弓道部

ハンドボール部

剣道部

放送部

写真部

美術部

陸上競技部（男子：岩手県特別強化指定校）アーチェリー部

活
動

部学
校

   

行
事

の
知

を
扉

く
開

花高生として3年
間で最低限学んで
欲しいレベル

BA C
国公立大学など全
国レベルに到達す
るために必要なレ
ベル

桜雲コース
東北大をはじめと
する旧帝大・医学
部などを目指すた
めに必要なレベル

黒橋コース花高
スタンダード

身につく力  と  身につける力
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「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。

全ての部活動が全国の舞台に立
つことを目標に、努力を重ねて
います。生徒一人ひとりが部の
仲間や他校のライバルと互いに
切磋琢磨し合いながら、日々成
長しています。

令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞



在校生からのメッセージ
卒業生からのメッセージ

私は弓道部に所属しています。仲間と共に練習を
積み重ねて目標を達成していくことには大きな達
成感があり、努力し続けることは勉強など多くのこ
とに繋がっています。勉強と部活動を両立していくこ
とは難しいことですが、時間に限りがあることでスケジュールを管理す
る力がつきました。また、勉強していて分からないことがあるときは、
先生方に積極的に聞いて弱点を潰すことができています。花巻北高校に
は文武両道で自分の目標を実現できる環境が整っており、素晴らしい仲
間がいます。皆さんもたくさんのことにトライして実りある高校生活を
送りませんか？

小田島 永明（2年・石鳥谷中学校卒業）

花巻北高校は、自分の進路の可能性を大きく広げ
ることのできる学校だと感じています。その理由
の一つが、姉妹校であるＡＳＭＳＡとの海外派遣事
業です。私はこの派遣生としてアメリカで短期留学を
経験し、異なる文化や価値観に触れたことで視野を広げることができまし
た。さらに花巻北高校は、留学生の受け入れやＨ×ＡＣＴなどの探究学習
も盛んであり、自ら考え、行動する力を身につけることができます。みな
さんも花巻北高校で、自分の将来に向けて大きく成長し、充実した高校生
活を送ってみませんか。

野中 凜子（2年・北上中学校卒業）

花巻北高校は様々な学習活動を活発に行う学校で
す。その１つにスペースプロジェクトがあります。
私は高校生宇宙教育シンポジウムに参加し、宇宙に
関する研究をしている全国の高校生と発表をし合いまし
た。私たちは高校の屋上から人工衛星と通信するアップリンクをしたこと
などを発表し、クラーク記念国際高校の月面米栽培プロジェクトや広尾学
園高校のＬＥＤによる光通信で宇宙から情報を地上に送るチャレンジなど
の発表を聞きました。どれも非常に興味深く、その後の交流会を含め、と
ても有意義で楽しい会でした。皆さんも、花巻北高校で多様な学びにチャ
レンジしてみませんか？

畑福 世成（3年・矢沢中学校卒業）

花巻北高校には自分を動かす燃料がたくさんあり
ます。例えばアメリカからの派遣生との国際交流が
活発に行われていることです。実際に、私も軽い気
持ちでホームステイを受け入れて、そのことを通して多
くの人と関わり、最初は自分には縁がないと思っていた国際交流の経験が
今ではかけがえのない自分の燃料となっています。その燃料を糧に、かつ
て夢物語であったアメリカ留学をすることができました。アメリカではた
くさんの刺激的な体験をすることができました。ここ花巻北高校は「今ま
での夢を今からの目標」に変える燃料がたくさんあります。そして自分が
やりたいことは何でもできます。あとは自分の電源をONにして挑戦するだ
けです。ぜひ一緒に花高ライフを楽しみましょう！Let’s enjoy and try!

小川 力史（3年・東和中学校卒業）

花巻北高校は、自分の好きなことに全力を注げ
る環境が整っています。その一つが部活動です。
私は、書くことが好きという理由と、花巻といえば
宮沢賢治、宮沢賢治といえば文学という理由で文芸部
に入部しました。そして、昨年私は文化部のインターハイとよばれる全
国高等学校総合文化祭の俳句部門に県の代表として出場する切符をいた
だくことができました。この名誉ある権利を手にすることができたのは、
俳句甲子園や句会などといった、俳句に関するイベントに触れる機会が
多くあったからだと日々実感しています。そのような環境で自分が成長
できた経験は、まだ早いかもしれませんが、生涯の財産になっています。
もちろん、部活動に限らず、みなさんが輝ける場所はきっとあるはずで
す。ぜひ充実した花高ライフを！

瀬川 晄之介（３年・湯本中学校卒業）

花巻北高校は勉強も部活動も全力で取り組めるメ
リハリのある学校です。私は弓道部に所属してい
ます。昨年度の先輩方が全国優勝したこともあり、
大きなプレッシャーを抱えていましたが、私たちも東北
選抜大会で優勝することができました。高い目標のために仲間と切磋琢磨
して練習を重ねた日々は、私にとって大切な経験になりました。部活動と
勉強の両立は決して簡単なものではありません。しかし、部活動で学んだ
ことは学習にも活きてきます。皆さんもぜひ花巻北高校で高校生活を楽し
みましょう！

坂下 琥珀 （3年・花巻中学校卒業）

花巻北高校の魅力の１つは、勉強と部活動のどち
らにも本気で向き合える環境があることだと思い
ます。私は吹奏楽部に所属し、より良い音楽を作る
ために仲間と協力して練習する中で、継続力や自分で
考える力を身につけてきました。この力は学習にもつながっており、本気
で部活動に取り組むことで生活にメリハリが生まれ、より学習に集中でき
るようになりました。さらに目標に向かって努力する仲間から刺激を受け、
互いに高め合いながら成長しています。進路や学習で不安な時には先生方
が一人ひとりに寄り添ってサポートして下さるので、安心して夢に向かっ
て進んで行けます。ぜひ花巻北高校で、自分の可能性を広げながら高校生
活を楽しんでください！

澤田 美里（3年・湯本中学校卒業）

桜雲台での青春の日々が 輝く君の未来へと繋がる

日本オリンピック委員会提供



在校生からのメッセージ
卒業生からのメッセージ

Far East Neurosurgical Institute（FENI），
札幌禎心会病院 院長代行 脳卒中センター長
旭川医科大学 脳神経外科 臨床教授
東京医科大学 脳神経外科 臨床教授

谷川  緑野【たにかわ ろくや】

第45期（昭和55年度卒）

これから何を選んだとしても、その場所で

誠実に一歩ずつ努力していけば、きっとそ

の先に続く道が見えてくる。だから今は、

三年間しかない貴重な高校生活を精いっぱ

い楽しんでください。（同窓会報「桜雲臺

第62号」より抜粋）

花巻北高での 3 年間は心身ともに子どもか

ら大人に成長していく過程で、人生の中で

最も多くのことを感じ、吸収していく時期最も多くのことを感じ、吸収していく時期

です。将来の自己実現と社会貢献するための重要な準備期間であり、北高で

出会った友達や先生方はかけがえのない人生の財産です。還暦を過ぎた現在

でも当時ともに汗と涙を流した応援団の仲間はいつも心のよりどころです。

花巻の伝統県立高校である北高での高校生活はきっと皆さんの人生を豊かな

ものにしてくれるはずです。花巻北高で素晴らしい3年間を送ってください！

「自分を信じ続ける。」この言葉を原動力に、競歩選

手として今も歩み続けています。

高校1年生で陸上部の顧問の先生に薦められ、競歩と出会いました。

己の身一つで、記録とライバルに挑み、運任せにできない競歩という競技

だからこそ、自分を信じて努力を積み重ねる大切さを学びました。

花巻北高校にご入学される皆さんの前にも、これからいくつもの壁が立ち

はだかるでしょう。

その壁に屈することなく、自らの可能性を信じ、チャレンジしていく皆さ

んを心より応援しています。

阿部  暁子【あべ あきこ】

第68期（平成15年度卒）

髙橋  和生【たかはし かずき】

第79期（平成26年度卒）・早稲田大学卒

2025 年本屋大賞 『カフネ』受賞

株式会社ＡＤワークスグループ
パリオリンピック 2024
混合 42.195km競歩リレー 日本代表

私は弓道部に所属しています。仲間と共に練習を
積み重ねて目標を達成していくことには大きな達
成感があり、努力し続けることは勉強など多くのこ
とに繋がっています。勉強と部活動を両立していくこ
とは難しいことですが、時間に限りがあることでスケジュールを管理す
る力がつきました。また、勉強していて分からないことがあるときは、
先生方に積極的に聞いて弱点を潰すことができています。花巻北高校に
は文武両道で自分の目標を実現できる環境が整っており、素晴らしい仲
間がいます。皆さんもたくさんのことにトライして実りある高校生活を
送りませんか？

小田島 永明（2年・石鳥谷中学校卒業）

花巻北高校は、自分の進路の可能性を大きく広げ
ることのできる学校だと感じています。その理由
の一つが、姉妹校であるＡＳＭＳＡとの海外派遣事
業です。私はこの派遣生としてアメリカで短期留学を
経験し、異なる文化や価値観に触れたことで視野を広げることができまし
た。さらに花巻北高校は、留学生の受け入れやＨ×ＡＣＴなどの探究学習
も盛んであり、自ら考え、行動する力を身につけることができます。みな
さんも花巻北高校で、自分の将来に向けて大きく成長し、充実した高校生
活を送ってみませんか。

野中 凜子（2年・北上中学校卒業）

花巻北高校は様々な学習活動を活発に行う学校で
す。その１つにスペースプロジェクトがあります。
私は高校生宇宙教育シンポジウムに参加し、宇宙に
関する研究をしている全国の高校生と発表をし合いまし
た。私たちは高校の屋上から人工衛星と通信するアップリンクをしたこと
などを発表し、クラーク記念国際高校の月面米栽培プロジェクトや広尾学
園高校のＬＥＤによる光通信で宇宙から情報を地上に送るチャレンジなど
の発表を聞きました。どれも非常に興味深く、その後の交流会を含め、と
ても有意義で楽しい会でした。皆さんも、花巻北高校で多様な学びにチャ
レンジしてみませんか？

畑福 世成（3年・矢沢中学校卒業）

花巻北高校には自分を動かす燃料がたくさんあり
ます。例えばアメリカからの派遣生との国際交流が
活発に行われていることです。実際に、私も軽い気
持ちでホームステイを受け入れて、そのことを通して多
くの人と関わり、最初は自分には縁がないと思っていた国際交流の経験が
今ではかけがえのない自分の燃料となっています。その燃料を糧に、かつ
て夢物語であったアメリカ留学をすることができました。アメリカではた
くさんの刺激的な体験をすることができました。ここ花巻北高校は「今ま
での夢を今からの目標」に変える燃料がたくさんあります。そして自分が
やりたいことは何でもできます。あとは自分の電源をONにして挑戦するだ
けです。ぜひ一緒に花高ライフを楽しみましょう！Let’s enjoy and try!

小川 力史（3年・東和中学校卒業）

花巻北高校は、自分の好きなことに全力を注げ
る環境が整っています。その一つが部活動です。
私は、書くことが好きという理由と、花巻といえば
宮沢賢治、宮沢賢治といえば文学という理由で文芸部
に入部しました。そして、昨年私は文化部のインターハイとよばれる全
国高等学校総合文化祭の俳句部門に県の代表として出場する切符をいた
だくことができました。この名誉ある権利を手にすることができたのは、
俳句甲子園や句会などといった、俳句に関するイベントに触れる機会が
多くあったからだと日々実感しています。そのような環境で自分が成長
できた経験は、まだ早いかもしれませんが、生涯の財産になっています。
もちろん、部活動に限らず、みなさんが輝ける場所はきっとあるはずで
す。ぜひ充実した花高ライフを！

瀬川 晄之介（３年・湯本中学校卒業）

花巻北高校は勉強も部活動も全力で取り組めるメ
リハリのある学校です。私は弓道部に所属してい
ます。昨年度の先輩方が全国優勝したこともあり、
大きなプレッシャーを抱えていましたが、私たちも東北
選抜大会で優勝することができました。高い目標のために仲間と切磋琢磨
して練習を重ねた日々は、私にとって大切な経験になりました。部活動と
勉強の両立は決して簡単なものではありません。しかし、部活動で学んだ
ことは学習にも活きてきます。皆さんもぜひ花巻北高校で高校生活を楽し
みましょう！

坂下 琥珀 （3年・花巻中学校卒業）

花巻北高校の魅力の１つは、勉強と部活動のどち
らにも本気で向き合える環境があることだと思い
ます。私は吹奏楽部に所属し、より良い音楽を作る
ために仲間と協力して練習する中で、継続力や自分で
考える力を身につけてきました。この力は学習にもつながっており、本気
で部活動に取り組むことで生活にメリハリが生まれ、より学習に集中でき
るようになりました。さらに目標に向かって努力する仲間から刺激を受け、
互いに高め合いながら成長しています。進路や学習で不安な時には先生方
が一人ひとりに寄り添ってサポートして下さるので、安心して夢に向かっ
て進んで行けます。ぜひ花巻北高校で、自分の可能性を広げながら高校生
活を楽しんでください！

澤田 美里（3年・湯本中学校卒業）

花北の良さ、それはずばり“生徒一人
一人が思い切りトライする環境が整っ
ている”というところです。先生方は
探究活動、成績上位者の集まる学習会、
交換留学制度など生徒が挑戦できる場
を多様に用意してくれています。また、
授業内外を問わず生徒の疑問にはこち
らが納得するまで向き合ってもらえま
す。生徒会活動が活発で、体育祭や文
化祭では生徒が中心となって企画から
運営までを行うことでみんなが役目を
もって輝くことができます。
「花北＝勉強だけ頑張る学校」という印象を持たれがちですが、実際は部
活動もとても充実しています。  運動系・文化系どちらの部も大会で好成績
を残しており、勉強も、部活も、それ以外の活動も、やる気さえあればな
んだって欲張りに頑張ることができます。花北の三年間ではぼんやりなん
て過ごせません！あなたも、自分で作る毎日が彩るこの学び舎で、アツい
青春を過ごしてみませんか？

みなさんは進学先を選択するときに重
視すべきことはなんだと思いますか？
私は「環境」だと考えています。どれ
だけ才能がある人でも、指導者や周囲
の環境によって、その力は大きく伸び
もすれば埋もれてしまうこともありま
す。みなさんの才能を開花させること
が出来る、大切な環境が花巻北高校に
はあります。大学受験に向けて集中しはあります。大学受験に向けて集中し
て勉強できる環境と、上位大会を目指
して部活動に打ち込める環境の両方が
整っているため、他校に類をみない、
勉学と部活動の両立、すなわち文武両道を実現できる学校です。私自身、
思うように結果が出ず悩んだ時期もありましたが、先生方の丁寧な指導や、
互いに高め合える仲間の存在に支えられ、前向きに努力を続けることがで
きました。確かな学力、主体性、広い視野を養うことが出来るこの高校に
進学することを強くおすすめします。

桜雲台での青春の日々が 輝く君の未来へと繋がる

東北大学 文学部人文社会学科

髙橋  結那  【たかはし ゆうな】 第90期（令和7年度卒）

弘前大学 医学部医学科

皆川  陸仁  【みなかわ りくと】 第90期（令和7年度卒）

日本オリンピック委員会提供
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花巻北高ホームページ noteUP花巻

岩手県立花巻北高等学校
〒025-0061 岩手県花巻市本館54番地　https://www2.iwate-ed.jp/hkn-h/
TEL.0198-23-4134（事務室）・23-4135（職員室）　FAX.0198-22-2001（事務室）・24-4129（職員室）

北 見 工 大
北 海 道 大
北教大札幌校
北教大釧路校
北教大函館校
室 蘭 工 大
弘 前 大
岩 手 大
東 北 大
宮 城 教 育 大
秋 田 大
山 形 大
福 島 大
茨 城 大
筑 波 大
宇 都 宮 大
群 馬 大
埼 玉 大
千 葉 大
東 京 外 大
東 京 学 芸 大
東 京 農 工 大
電 気 通 信 大
横 浜 国 立 大
新 潟 大
静 岡 大
富 山 大
金 沢 大
山 梨 大
信 州 大
和 歌 山 大
合　　計

岩手県大宮古短
岩手県大盛岡短
山形県米沢女短
会 津 大 短 大 部
合　　計

弘前医療福祉短
盛 岡 大 短 大 部
修 紅 短
昭和音大短大部
中日本自動車短
合　　計

職業能開大学校
県立産業技術短期大学校
東北職能大学校
防衛医科大学校
海 上 保 安 学 校
水 産 大 学 校
合　　計

専門・各種学校
う ち 高 看
合　　計

医 学 部 医 学 科
合　　計

札 幌 大
北 海 学 園 大
北 海 道 科 学 大
酪 農 学 園 大
千歳リハビリ大
青 森 大
八 戸 学 院 大
八 戸 工 大
弘 前 学 院 大
弘前医療福祉大
岩 手 医 大
富 士 大
盛 岡 大
岩手保健医療大
石 巻 専 修 大
仙 台 大
東 北 学 院 大
東 北 工 大
東 北 福 祉 大
東 北 医 薬 大
宮城学院女子大
仙台白百合女大
東北文化学園大
尚 絅 学 院 大
ノースアジア大
秋田看護福祉大
日赤秋田看護大
東 北 芸 術 工 大
東北公益文化大
医 療 創 世 大
福 島 学 院 大
奥 羽 大
つ く ば 国 際 大
流 通 経 済 大
国際医療福祉大
自 治 医 科 大
育 英 大
作 新 学 院 大
上 武 大
高崎健康福祉大
亜 細 亜 大
群馬医療福祉大
群 馬 パ ー ス 大
跡見学園女子大
埼 玉 医 大
埼 玉 工 大
城 西 大
駿 河 台 大
東 京 国 際 大
文 教 大
国 際 武 道 大
日本医療科学大
淑 徳 大
千 葉 工 大
開 智 国 際 大
中 央 学 院 大
青 山 学 院 大
北 里 大
共 立 女 子 大
国 立 音 大
工 学 院 大
国 学 院 大
国 士 舘 大
駒 澤 大
芝 浦 工 大
実 践 女 子 大
順 天 堂 大
昭 和 女 子 大
成 蹊 大
成 城 大
専 修 大
創 価 大
大 正 大
大 東 文 化 大
多 摩 大

国公立大現役総数
国公立大現役実数

2 

13 
52 
9 
2 
1 
7 
5 
3 

4

3 

1 

5 

1 
1 
109 

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(5)

2
1

3 

11
53
3

3
3

3
1
4

8
2

1

1
1

100 

(1)

(1)
(1)
(1)

（4）

1
1
3
 3
12
42
7

5
6
2
1

3
2
7
2

1

1
2
2
3
1
2

109 

(1)

(1)

(1)

(1)

（4）

釧 路 公 立 大
名 寄 市 立 大
青森県立保健大
青 森 公 立 大
岩 手 県 立 大
宮 城 大
秋 田 県 立 大
秋田公立美術大
国 際 教 養 大
東北公益文化大
山形県米沢栄養大
会 津 大
前 橋 工 科 大
群馬県立女子大
高 崎 経 大
埼 玉 県 立 大
東 京 都 立 大
神奈川保福大
横 浜 市 立 大
新 潟 県 立 大
長 岡 造 形 大
三 条 市 立 大
山 梨 県 立 大
都 留 文 科 大
長 野 大
長 野 県 立 大
静岡文化芸大
静 岡 県 立 大
愛 知 県 立 大
滋 賀 県 立 大
神 戸 市 外 大
合　　計

4 
2 
1 
4 
14 
3 
1 
1 

1

5

1 
1 

3 
1 
1 
2

45 （0）

7
1
2
1
22
1
3
1

1
1

3
2

4

1
3

1
1
1 
1
5

57 （0）

3

1
2
19
5
3
2
1
1

1
1
7
1

4
1
1

3
1

2
1
60 （0）

1 5 4
1 5 0

1 5 7
1 5 4

1 6 9
1 6 2

1
5
3

9 （0）

1

1

2

（1）

（1）

1
1
1
1

4 （0）

10
5
10
（1）
（1）

（0）
3
3

9
6

16 （0）

1

1

2 （0）

4
7

1
12 （0）

1
2 （0）

4

4 （0）

1

1
1
3 （0）

3
2
3 （0）

1

1 （0）

（0）0（0）
2
2

2

1

2
1
1
7
2
1
14

39
3
2

39
15
8
3
9
1
6
4
1

1
4

1
1
2

1
2

1
1

6
4
2

2

3

1

5

2
1
2
1
3
2

2

2
1
2
1

7

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

R6年度R7年度R8年度

高 千 穂 大
拓 殖 大
玉 川 大
多 摩 美 大
中 央 大
帝 京 大
東 海 大
東 京 家 政 大
東 京 経 大
東 京 工 科 大
東 京 工 芸 大
東 京 電 機 大
東 京 都 市 大
東 京 農 大
東 京 理 大
東 邦 大
東 洋 大
日 本 大
日 本 女 子 大
日 赤 看 護 大
日 本 体 育 大
日 本 工 大
法 政 大
武 蔵 大
明 治 大
明 治 薬 科 大
明 治 学 院 大
明 星 大
立 教 大
立 正 大
東京有明医療大
神 奈 川 大
神 奈 川 工 科 大
鎌 倉 女 子 大
関 東 学 院 大
産 業 能 率 大
新潟医療福祉大
金 沢 学 院 大
金 沢 工 大
愛 知 大
愛 知 工 業 大
京 都 橘 大
京 都 産 業 大
京 都 芸 術 大
龍 谷 大
近 畿 大
合　　計

1
2
1

8

10

1

1
2
4
1
1
6
4

1
1
2

1
7

2

3
1
4
2

1

1

1

293

(1)

(1)
(1)

(1)
(10)

9
1

10
2
46
2
3
1
31
5
11
5

4
1

1

2
1
1

1

1

2

1

16
1

2

2

1
3
1
1

1

1

(1)

1

2
5
1

3
1
2

9

1
13
8

1
1
1

1

6

3
1

1

231

(1)

（2）

1

2

1

5
2

6

30
1
3

45
11
18
4
3

2

2
1
1
公立化
1
1

7

2

2
3

1

6

1

1
4

2
1
1

1
3

1
2

1
1
4

2

2
3
9

5
1

1

11
6
1

3

1
1
1
1
2

4

3

1

1
2
1

1
1
1
1
250

(2)

（2）

R6年度R7年度R8年度

学校所在位置
花巻駅～本校▶2.7㎞
バス▶10分
徒歩▶30分


